
 - 1 - 

平成２６年６月定例会 

まちづくり常任委員会会議録  

招 集 月 日  平 成 ２ ６ 年 ５ 月 ２ ８ 日 （ 水 ）  

会 議 場 所  市 役 所  ５ 階  理 事 者 控 室   

開 会 日 時  平 成 ２ ６ 年 ５ 月 ２ ８ 日 （ 水 ）  午 前 ９ 時 ０ ２ 分  

散 会 日 時  平 成 ２ ６ 年 ５ 月 ２ ８ 日 （ 水 ）  午 後 ２ 時 ３ ６ 分  

委 員 長  谷 口  達 郎  

委 員 会 出 席

委 員  
 

委 員 長  谷 口  達 郎  

副 委 員 長  橋 本   稔  

委 員  
阿 部  愼 也   田 中  克 美   秋 谷   修   

加 藤   孝  

委 員 会 欠 席

委 員  
  

委 員 外 議 員   な し  

傍 聴 者   な し  

 

 



 - 2 - 

議   題  

議 案 番 号  件                      名  審 査 結 果  

第 ４ ８ 号  市 道 の 路 線 の 廃 止 に つ い て  原 案 可 決  

第 ４ ９ 号  市 道 の 路 線 の 認 定 に つ い て  原 案 可 決  

第 ５ １ 号  
平 成 ２ ６ 年 度 鴻 巣 市 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 ２ 号 ）

の う ち 本 委 員 会 に 付 託 さ れ た 部 分  
原 案 可 決  

第 ５ ３ 号  
平 成 ２ ６ 年 度 鴻 巣 市 下 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算（ 第

１ 号 ）  
原 案 可 決  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 3 - 

委 員 会 執 行 部 出 席 者  

（ 都 市 整 備 部 ）  

都 市 整 備 部 長                  藤  間  高  志  

都 市 整 備 部 副 部 長                新  井    浩  

都 市 整 備 部 副 部 長                武  藤  幸  二  

都 市 計 画 課 長                  中  井    誠  

建 築 課 長                    白  井  邦  昌  

市 街 地 整 備 課 長                 島  田  友  光  

市 街 地 整 備 課 副 参 事               神  田  英  昭  

（ 建 設 部 ）  

建 設 部 長                    長  島  祥  一  

建 設 部 副 部 長                  小 谷 野  幹  也  

道 路 課 長                    田  沼  文  男  

工 事 課 長                    原  口    正  

下 水 道 課 長                   金  井  利  明  

水 道 課 長                    小  峰  栄  一  

吹 上 支 所 副 支 所 長                鵜  飼  能  志  

川 里 支 所 副 支 所 長                馬  橋  陽  一  

 

 

書  記    森  田  慎  三  

書  記    中  根  規  子  

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 4 - 

（ 開 会  午 前 ９ 時 ０ ２ 分 ）  

（ 委 員 長 ） た だ い ま か ら ま ち づ く り 常 任 委 員 会 を 開 会 い た し ま す 。  

委 員 会 記 録 の 署 名 委 員 を 指 名 い た し ま す 。 田 中 克 美 委 員 と 秋 谷 修 委 員 に

お 願 い い た し ま す 。  

こ れ よ り 本 委 員 会 に 付 託 さ れ ま し た 案 件 の 審 査 を 行 い ま す 。  

本 委 員 会 に 付 託 さ れ ま し た 案 件 は 、 議 案 第 4 8号  市 道 の 路 線 の 廃 止 に つ

い て 、 議 案 第 4 9号  市 道 の 路 線 の 認 定 に つ い て 、 議 案 第 5 1号  平 成 2 6年

度 鴻 巣 市 一 般 会 計 補 正 予 算（ 第 ２ 号 ）の う ち 本 委 員 会 に 付 託 さ れ た 部 分 、

議 案 第 5 3号  平 成 2 6年 度 鴻 巣 市 下 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ） の 議

案 ４ 件 で あ り ま す 。  

こ れ を 直 ち に 議 題 と い た し ま す 。  

そ れ で は 、 審 査 の 方 法 に つ い て お 諮 り い た し ま す 。 初 め に 、 議 案 第 4 8号

と 4 9号 を 一 括 し て 議 題 と し 、 執 行 部 か ら の 説 明 の 後 、 休 憩 し て 現 地 視 察

を い た し ま す 。 そ の 後 再 開 し 、 質 疑 、 討 論 、 採 決 と い た し ま す 。 そ の ほ

か の 議 案 に つ い て は 、議 案 番 号 順 に 執 行 部 か ら の 説 明 の 後 、質 疑 、討 論 、

採 決 の 方 法 で 進 め た い と 思 い ま す 。 こ の 方 法 で 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。  

             （ 異 議 な し ）  

（ 委 員 長 ） ご 異 議 な し と 認 め 、 決 定 い た し ま す 。  

初 め に 、 議 案 第 4 8号 及 び 議 案 第 4 9号 に つ い て 一 括 し て 執 行 部 の 説 明 を 求

め ま す 。  

（ 道 路 課 長 ） ま ず 、 議 案 第 4 8号 の 市 道 の 路 線 の 廃 止 1 0路 線 に つ い て ご 説

明 申 し 上 げ ま す 。  

そ れ で は 、 図 面 ナ ン バ ー １ を ご ら ん い た だ き た い と 思 い ま す 。 初 め に 、

市 道 Ｂ ― 4 1 4号 線 で ご ざ い ま す が 、起 点 を 鴻 巣 市 原 馬 室 字 後 3 2 9 5番 １ 地 先

と し 、終 点 を 同 3 2 9 6番 １ 地 先 と し ま す 幅 員 1 . 8 2メ ー ト ル 、延 長 3 7 . 6 6メ ー

ト ル の 路 線 で ご ざ い ま す 。 こ れ は 、 認 定 を 廃 止 し 、 市 有 財 産 の 売 却 処 分

を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

次 に 、 図 面 ナ ン バ ー ２ を ご ら ん い た だ き た い と 思 い ま す 。 初 め に 、 市 道

Ｂ ― 7 0 3号 線 で ご ざ い ま す が 、 起 点 を 鴻 巣 市 滝 馬 室 字 下 逆 川 2 3 5番 １ 地 先

と し 、 終 点 を 同 2 4 7番 地 先 と し ま す 幅 員 0 . 9 1メ ー ト ル 、 延 長 7 4 . 4 2メ ー ト
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ル の 路 線 で ご ざ い ま す 。  

次 に 、市 道 Ｂ ― 9 4 3号 線 で ご ざ い ま す が 、起 点 を 鴻 巣 市 氷 川 町 ３ 番 ３ 地 先

と し 、終 点 を 同 ５ 番 １ 地 先 と し ま す 幅 員 ６ メ ー ト ル 、延 長 1 5 . 3 5メ ー ト ル

の 路 線 で ご ざ い ま す 。  

次 に 、 図 面 ナ ン バ ー ３ を ご ら ん い た だ き た い と 思 い ま す 。 初 め に 、 市 道

Ｂ ― 7 1 2号 線 で ご ざ い ま す が 、 起 点 を 鴻 巣 市 滝 馬 室 字 下 逆 川 3 4 7番 ２ 地 先

と し 、終 点 を 同 3 4 6番 地 先 と し ま す 幅 員 2 . 9 1メ ー ト ル 、延 長 1 0 2 . 8 7メ ー ト

ル の 路 線 で ご ざ い ま す 。  

以 上 ３ 路 線 に つ き ま し て は 、 滝 馬 室 地 区 の 地 区 計 画 に 伴 う 道 路 整 備 を 推

進 す る た め 、 廃 止 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

次 に 、図 面 ナ ン バ ー ４ を ご ら ん い た だ き た い と 思 い ま す 。市 道 Ｆ ― 5 8 1号

線 で ご ざ い ま す が 、 起 点 を 鴻 巣 市 寺 谷 字 野 足 8 0 0番 地 先 と し 、 終 点 を 同

8 0 2番 地 先 と し ま す 幅 員 ２ メ ー ト ル 、 延 長 1 6 . 2 6メ ー ト ル の 路 線 で ご ざ い

ま す 。 こ れ は 、 認 定 を 廃 止 し 、 市 有 財 産 の 売 却 処 分 を 行 う も の で ご ざ い

ま す 。  

次 に 、 図 面 ナ ン バ ー ５ を ご ら ん い た だ き た い と 思 い ま す 。 市 道 吹 2 2 0 2号

線 で ご ざ い ま す が 、 起 点 を 鴻 巣 市 荊 原 字 内 荊 原 6 9番 ２ 地 先 と し 、 終 点 を

同 7 0番 地 先 と し ま す 幅 員 1 . 2 1メ ー ト ル 、延 長 1 7 . 5 6メ ー ト ル の 路 線 で ご ざ

い ま す 。 こ れ は 、 荊 原 集 会 所 移 転 に 伴 う 開 発 事 業 に よ り 新 た に 認 定 を 行

う た め 、 廃 止 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

次 に 、 図 面 ナ ン バ ー ６ を ご ら ん い た だ き た い と 思 い ま す 。 初 め に 、 市 道

川 1 0 0 1号 線 で ご ざ い ま す が 、 起 点 を 鴻 巣 市 屈 巣 字 明 金 5 3 4 2番 地 先 と し 、

終 点 を 同 5 2 6 1番 １ 地 先 と し ま す 幅 員 ７ メ ー ト ル か ら 8 . 8メ ー ト ル 、 延 長

1 4 9 . 3メ ー ト ル の 路 線 で ご ざ い ま す 。  

次 に 、 市 道 川 1 0 0 3号 線 で ご ざ い ま す が 、 起 点 を 鴻 巣 市 屈 巣 字 明 金 5 2 7 1番

１ 地 先 と し 、 終 点 を 同 5 2 6 2番 地 先 と し ま す 幅 員 4 . 7か ら 6 . 2メ ー ト ル 、 延

長 4 7 . 1メ ー ト ル の 路 線 で ご ざ い ま す 。  

次 に 、 市 道 川 1 0 0 4号 線 で ご ざ い ま す が 、 起 点 を 鴻 巣 市 屈 巣 字 明 金 5 2 5 0番

１ 地 先 と し 、終 点 を 同 5 2 7 7番 １ 地 先 と し ま す 幅 員 6 . 4メ ー ト ル か ら ７ メ ー

ト ル 、 延 長 1 7 9 . 5メ ー ト ル の 路 線 で ご ざ い ま す 。  
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次 に 、 市 道 川 1 0 0 6号 線 で ご ざ い ま す が 、 起 点 を 鴻 巣 市 屈 巣 字 明 金 5 2 4 9番

地 先 と し 、 終 点 を 同 5 2 7 6番 地 先 と し ま す 幅 員 2 . 5メ ー ト ル か ら 5 . 9メ ー ト

ル 、 延 長 1 8 0 . 5メ ー ト ル の 路 線 で ご ざ い ま す 。  

以 上 ４ 路 線 に つ き ま し て は 、 主 要 地 方 道 鴻 巣 ― 羽 生 線 の 整 備 に 伴 う 見 直

し に よ り 、 廃 止 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

続 き ま し て 、 議 案 第 4 9号  市 道 の 路 線 の 認 定 、 1 1路 線 に つ い て ご 説 明 申

し 上 げ ま す 。 議 案 及 び 本 日 お 配 り さ せ て い た だ き ま し た 参 考 資 料 の 公 図

も あ わ せ て ご ら ん い た だ き た い と 思 い ま す 。 今 回 の 認 定 は 、 地 区 計 画 の

道 路 整 備 、 開 発 事 業 の 道 路 の 帰 属 な ど 、 ま た 公 園 整 備 に 伴 う 路 線 、 県 道

整 備 に 伴 う 見 直 し で 1 1路 線 の 認 定 が ご ざ い ま す 。  

初 め に 、 図 面 ナ ン バ ー ７ を ご ら ん い た だ き た い と 思 い ま す 。 市 道 Ｂ ―

5 1 8号 線 で ご ざ い ま す が 、起 点 を 鴻 巣 市 滝 馬 室 字 下 逆 川 2 3 5番 １ 地 先 と し 、

終 点 を 鴻 巣 市 氷 川 町 ３ 番 ３ 地 先 と し ま す 幅 員 ４ メ ー ト ル か ら ６ メ ー ト

ル 、 延 長 8 0メ ー ト ル の 路 線 で ご ざ い ま す 。  

次 に 、 市 道 Ｂ ― 1 0 1 9号 線 で ご ざ い ま す が 、 起 点 を 鴻 巣 市 滝 馬 室 字 下 逆 川

2 4 4番 地 先 と し 、終 点 を 同 2 4 7番 地 先 と し ま す 幅 員 0 . 9 1メ ー ト ル 、延 長 3 6メ

ー ト ル の 路 線 で ご ざ い ま す 。  

次 に 、図 面 ナ ン バ ー ８ を ご ら ん い た だ き た い と 思 い ま す 。市 道 Ｂ ― 5 1 9号

線 で ご ざ い ま す が 、起 点 を 鴻 巣 市 滝 馬 室 字 下 逆 川 3 4 4番 ２ 地 先 と し 、終 点

を 同 3 4 4番 １ 地 先 と し ま す 幅 員 ４ メ ー ト ル 、延 長 4 5メ ー ト ル の 路 線 で ご ざ

い ま す 。  

次 に 、 市 道 Ｂ ― 5 2 0号 線 で ご ざ い ま す が 、 起 点 を 鴻 巣 市 滝 馬 室 字 下 逆 川

3 4 7番 ２ 地 先 と し 、 終 点 を 同 3 4 4番 ２ 地 先 と し ま す 幅 員 ４ メ ー ト ル 、 延 長

1 1 7メ ー ト ル の 路 線 で ご ざ い ま す 。  

以 上 ４ 路 線 は 、 滝 馬 室 地 区 の 地 区 計 画 に 伴 う 道 路 整 備 を 推 進 す る た め 、

認 定 を お 願 い す る も の で ご ざ い ま す 。  

次 に 、図 面 ナ ン バ ー ９ を ご ら ん い た だ き た い と 思 い ま す 。市 道 吹 9 9 8号 線

で ご ざ い ま す が 、 起 点 を 鴻 巣 市 下 忍 字 中 3 4 2 9番 １ 地 先 と し 、 終 点 を 同

3 4 3 5番 ３ 地 先 と し ま す 幅 員 4 . 5メ ー ト ル 、 延 長 9 6 . 7 1メ ー ト ル の 路 線 で ご

ざ い ま す 。 こ れ は 、 開 発 事 業 に よ る 道 路 の 帰 属 に 伴 う 認 定 を お 願 い す る
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も の で ご ざ い ま す 。  

次 に 、図 面 ナ ン バ ー 1 0を ご ら ん い た だ き た い と 思 い ま す 。市 道 吹 9 9 9号 線

で ご ざ い ま す が 、 起 点 を 鴻 巣 市 袋 字 台 3 7 6番 １ 地 先 と し 、 終 点 を 同 3 8 4番

１ 地 先 と し ま す 幅 員 7 . 2メ ー ト ル か ら ９ メ ー ト ル 、延 長 4 7メ ー ト ル の 路 線

で ご ざ い ま す 。 こ れ は 、 公 園 整 備 に 伴 い 、 認 定 を お 願 い す る も の で ご ざ

い ま す 。  

次 に 、 図 面 ナ ン バ ー 1 1を ご ら ん い た だ き た い と 思 い ま す 。 市 道 吹 1 0 0 0号

線 で ご ざ い ま す が 、 起 点 を 鴻 巣 市 荊 原 字 内 荊 原 7 1番 ６ 地 先 と し 、 終 点 を

同 6 9番 ３ 地 先 と し ま す 幅 員 ４ メ ー ト ル か ら 4 . 6メ ー ト ル 、延 長 3 8メ ー ト ル

の 路 線 で ご ざ い ま す 。 こ れ は 、 荊 原 集 会 所 移 転 に 伴 う 開 発 事 業 完 了 に よ

り ま し て 、 道 路 用 地 の 寄 附 を 受 け ま し た の で 、 認 定 を お 願 い す る も の で

ご ざ い ま す 。  

次 に 、 図 面 ナ ン バ ー 1 2を ご ら ん い た だ き た い と 思 い ま す 。 初 め に 、 市 道

川 1 2 7 8号 線 で ご ざ い ま す が 、起 点 を 鴻 巣 市 屈 巣 字 明 金 5 2 6 1番 １ 地 先 と し 、

終 点 を 同 5 3 4 2番 １ 地 先 と し ま す 幅 員 ７ メ ー ト ル か ら 8 . 8メ ー ト ル 、 延 長

1 2 9 . 2メ ー ト ル の 路 線 で ご ざ い ま す 。  

次 に 、 市 道 川 1 2 7 9号 線 で ご ざ い ま す が 、 起 点 を 鴻 巣 市 屈 巣 字 明 金 5 2 6 1番

７ 地 先 と し 、 終 点 を 同 5 2 6 2番 １ 地 先 と し ま す 幅 員 4 . 7メ ー ト ル か ら 6 . 2メ

ー ト ル 、 延 長 3 0 . 2メ ー ト ル の 路 線 で ご ざ い ま す 。  

次 に 、 市 道 川 1 2 8 0号 線 で ご ざ い ま す が 、 起 点 を 鴻 巣 市 屈 巣 字 明 金 5 2 7 7番

１ 地 先 と し 、終 点 を 同 5 2 5 0番 １ 地 先 と し ま す 幅 員 6 . 4メ ー ト ル か ら ７ メ ー

ト ル 、 延 長 1 6 2 . 4メ ー ト ル の 路 線 で ご ざ い ま す 。  

次 に 、 市 道 川 1 2 8 1号 線 で ご ざ い ま す が 、 起 点 を 鴻 巣 市 屈 巣 字 明 金 5 2 7 7番

１ 地 先 と し 、 終 点 を 同 5 2 4 9番 地 先 と し ま す 幅 員 4 . 4メ ー ト ル か ら 5 . 9メ ー

ト ル 、 延 長 1 6 7 . 9メ ー ト ル の 路 線 で ご ざ い ま す 。  

以 上 の ４ 路 線 は 、 主 要 地 方 道 鴻 巣 ― 羽 生 線 の 整 備 に 伴 う 見 直 し に よ り ま

し て 、 こ れ を 認 定 を お 願 い す る も の で ご ざ い ま す 。  

な お 、 今 回 認 定 し ま す 開 発 道 路 ２ 路 線 に つ き ま し て は 、 建 築 物 が あ る 程

度 進 捗 し た 時 点 で 道 路 の 補 修 等 を 行 う こ と で 開 発 事 業 者 と の 調 整 は 事 前

に 済 ん で お り ま す の で 、 ご 報 告 さ せ て い た だ き ま す 。  
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以 上 、 1 1路 線 の 認 定 を お 願 い す る も の で ご ざ い ま す 。 ご 審 議 の ほ ど よ ろ

し く お 願 い い た し ま す 。  

（ 委 員 長 ） 説 明 が 終 わ り ま し た 。  

こ れ よ り 現 地 視 察 の た め 、 暫 時 休 憩 い た し ま す 。  

                    （ 休 憩  午 前 ９ 時 １ ６ 分 ）  

               ◇                

（ 開 議  午 後 １ 時 ２ ９ 分 ）  

（ 委 員 長 ） 休 憩 前 に 引 き 続 き 会 議 を 開 き ま す 。  

こ れ よ り 議 案 第 4 8号 及 び 議 案 第 4 9号 に つ い て 質 疑 を 求 め ま す 。 質 疑 あ り

ま せ ん か 。  

（ 田 中 ） 大 分 忘 れ て し ま っ た の で 、 出 足 の と こ ろ か ら ち ょ っ と い き た い

と 思 う の で す け れ ど も 、市 道 Ｂ ― 5 1 8と 市 道 Ｂ ― 1 0 1 9号 線 の 関 係 で お 聞 き

い た し ま す 。  

ま ず 、 お ま け に つ い て い た 公 図 を 見 て い た だ き た い の で す が 、 自 分 な り

に 整 理 を し た と こ ろ 、そ の 5 1 8に 関 し て は 県 道 の 鴻 中 陸 橋 の 下 の ほ う か ら

細 い と こ ろ ま で が 起 点 、 終 点 に な っ て い る と い う こ と で 、 こ の ク ラ ン ク

の 部 分 を 新 た に 新 し く 道 を す る と い う こ と で 、 そ の 途 中 か ら の 狭 い 道 は

そ の ま ま 残 す と 、 認 定 で 残 す と 、 極 端 に 書 き か え な の だ か 、 そ ん な よ う

な 形 に す る と い う こ と に 伴 い ま し て 、 道 路 幅 の 関 係 で ガ ス 屋 さ ん の ほ う

に と り あ え ず 規 定 ど お り の セ ッ ト バ ッ ク を し て い る わ け で ご ざ い ま す

が 、 ４ メ ー ト ル に す る と い う こ と で 、 さ ら に そ ち ら 側 を 買 収 す る と い う

ふ う に 、 線 路 側 の ほ う 、 ガ ス 屋 さ ん 側 を す る と い う ふ う に 考 え て よ ろ し

い の か ど う か と い う こ と と 、 あ と こ の 南 側 の ク ラ ン ク の 部 分 、 曲 が っ た

と こ ろ に お い て は 、 こ ち ら も 寄 贈 で は な く て 、 買 収 、 買 い 取 る と い う こ

と で 考 え て よ ろ し い の か 。 そ れ と 、 ち ょ っ と お ま け の 部 分 、 公 園 の 向 こ

う 側 の コ ン ビ ニ 側 の ほ う か ら 入 っ て い っ た と こ ろ の 部 分 の あ わ せ て の 部

分 に 関 し て は 全 部 買 収 な の か ど う か 。 そ の 辺 の 権 利 関 係 を お 聞 か せ 願 い

た い と 思 い ま す 。  

（ 都 市 計 画 課 長 ） 今 ご 質 問 の 路 線 に つ き ま し て は 、 旧 来 土 地 区 画 整 理 の

都 市 計 画 決 定 が さ れ て い た 区 域 で あ り ま し た け れ ど も 、 ち ょ っ と 地 権 者
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の 方 々 の 同 意 が 得 ら れ な い 状 況 で あ り ま し て 、 そ れ で 長 年 ち ょ っ と 放 置

さ れ た 状 態 に は な っ て い た の で す け れ ど も 、 そ れ で そ の ま ま 区 画 整 理 事

業 と し て 継 続 し て い く 場 合 に 、 市 の 負 担 も 、 あ と 個 人 の 地 権 者 の 負 担 も

か な り 大 き く な る と い う こ と か ら 、 地 区 計 画 に お い て 用 地 買 収 方 式 で 道

路 整 備 を す る と い う 形 に な り ま し た の で 、 基 本 的 に は 用 地 買 収 方 式 と し

て 実 施 さ せ て い た だ く こ と に な っ て お り ま す 。  

（ 田 中 ） そ れ は わ か り ま し た 。  

そ れ で は 、 そ こ の 南 側 と い う か 、 線 路 側 の ガ ス 屋 さ ん 側 の 塀 と か の 関 係

が あ る の で は な い で す か 。 当 然 そ れ よ り も 下 が っ た 、 前 の 認 定 の 細 い と

こ ろ か ら の メ ー タ ー で 行 っ た と こ ろ ま で 現 在 な っ て い て 、 そ れ 以 上 の 分

は 買 収 す る の だ と 思 う の で す が 、 塀 の 補 償 と か も こ れ は 考 え る の で し ょ

う か 。  

（ 都 市 計 画 課 長 ） そ の と お り で す 。  

（ 田 中 ） そ れ で は 次 に 、 覚 え て い る 範 囲 で ち ょ っ と 質 疑 を し た い と 思 い

ま す 。  

次 に は 、 ナ ン バ ー ８ で す か 、 5 1 9、 市 道 Ｂ ― 5 1 9号 線 、 そ れ の 道 と 、 も う

一 本 、そ の 次 の ペ ー ジ で い い の で す よ ね 。次 の ペ ー ジ の 市 道 Ｂ ― 5 2 0号 線

に 絡 ん で の ち ょ っ と 質 問 を し た い と 思 い ま す 。 こ れ は 、 こ れ も さ っ き 多

分 地 区 計 画 で や る と か と い う 話 だ と は 思 う の で す が 、 こ れ 今 １ 個 ず つ ア

パ ー ト の 中 の 、 多 分 今 民 地 だ と 思 う の で す が 、 そ れ を 買 っ て 、 後 ろ の 道

に 、ガ ス タ ン ク の 前 の 通 り か ら 裏 の 道 に つ な げ る と 思 う の で す 。そ れ と 、

そ の 次 の ペ ー ジ の 次 の 5 2 0号 線 は 途 中 ま で が も う 行 き ど ま り の 道 に な っ

て い た や つ を さ ら に 今 の 道 に 、間 は ま だ 家 が 建 っ て い た と 思 う の で す が 、

そ の 辺 も 用 地 買 収 、 ま た 家 の 部 分 は 、 こ れ 多 分 家 作 だ と 思 う の で 、 大 家

さ ん に 補 償 を し て 、 道 を つ く る と い う ふ う に 考 え て よ ろ し い の で し ょ う

か 。  

（ 都 市 計 画 課 長 ） お っ し ゃ る と お り 、 用 地 買 収 方 式 で 実 施 を し て い く と

考 え て お り ま す 。  

（ 加 藤 ） ま ず 、 売 却 単 価 に つ い て お 聞 き し た い と 思 う の で す け れ ど も 、

図 面 ナ ン バ ー １ の 太 子 堂 の 後 ろ の 細 い 道 、 お 茶 の 木 が 立 っ て い て 、 ご み
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ス テ ー シ ョ ン ボ ッ ク ス が あ っ た と こ ろ な の で す け れ ど も 、こ れ は 隣 の 人 、

左 側 の う ち が 所 有 し て い て 、 実 際 お 茶 畑 を つ く っ て い る の か な と 思 う の

で す け れ ど も 、 買 収 単 価 幾 ら ぐ ら い に な る の で し ょ う か 。  

（ 道 路 課 長 ）こ の 払 い 下 げ 単 価 は 、平 米 当 た り 3 , 7 0 0円 と い う ふ う に 予 定

し て お り ま す 。  

（ 加 藤 ）平 米 3 , 7 0 0円 、安 い で す ね 。そ れ と 、同 じ く 買 収 な の で す け れ ど

も 、 ナ ン バ ー ４ 、 寺 谷 、 渋 井 橋 の と こ ろ で す け れ ど も 、 こ の 行 き ど ま り

の 道 路 、 1 6 . 2 6メ ー ト ル 、 こ れ の 買 収 単 価 ど れ く ら い で し ょ う か 。  

（ 道 路 課 長 ）こ の 払 い 下 げ 単 価 に つ き ま し て は 、平 米 当 た り １ 万 9 , 7 0 0円

と い う こ と で 考 え て お り ま す 。  

（ 加 藤 ） ち ょ っ と 考 え る と 、 随 分 開 き が あ る な と 思 い ま す け れ ど も 、 こ

れ は 公 示 価 格 等 が 参 考 に な っ て い る と い う こ と で す か 。  

（ 道 路 課 長 ）ま ず 、最 初 の Ｂ ― 4 1 4号 線 の 払 い 下 げ の 関 係 に つ き ま し て は 、

固 定 資 産 税 評 価 額 を も と に 算 出 し て お り ま す 。 こ れ は 、 市 街 化 調 整 区 域

の 畑 と い う こ と で 、 そ の 評 価 額 を も と に 算 出 し た も の で ご ざ い ま す 。 い

ま 一 点 の Ｆ ― 5 8 1号 線 で ご ざ い ま す が 、こ れ に つ き ま し て は 、こ の 地 先 は

市 道 Ａ ― 1 0 0 4号 線 、 今 渋 井 橋 工 事 を や っ て お り ま す が 、 こ の と き の 価 格

を も と に 、 不 動 産 鑑 定 評 価 を も と に 算 出 し た も の で ご ざ い ま す 。  

以 上 で す 。  

（ 加 藤 ） わ か り ま し た 。  

そ れ と 、先 ほ ど の 図 面 ナ ン バ ー ７ の Ｂ ― 5 1 8号 線 が ４ メ ー ト ル か ら ６ メ ー

ト ル と い う こ と で 、 そ の 先 の と こ ろ は 0 . 9 1メ ー ト ル で す か 、 非 常 に 細 い

の で す け れ ど も 、 こ れ は ど う い っ た 関 係 で そ う い う 状 況 に な っ た の で し

ょ う か 。 開 発 的 な 関 係 か ら い え ば 、 同 じ く ４ メ ー ト ル か ら ６ メ ー ト ル ぐ

ら い に し て も い い よ う な 気 が し ま す け れ ど も 、 0 . 9 1メ ー ト ル 。  

（ 都 市 計 画 課 長 ） そ の 件 に つ き ま し て 、 公 図 の 写 し を ち ょ っ と 見 て い た

だ き た い の で す け れ ど も 、 地 番 で 2 4 1番 と 2 4 7番 の 、 こ れ 地 権 者 ２ 名 の 方

な の で す け れ ど も 、実 際 に ち ょ っ と 聞 き 取 り を 行 っ た と き に 、将 来 的 に 、

近 い 将 来 、 お 二 人 で 協 力 し て 開 発 を 実 施 し た い と い う 、 そ の と き に 道 路

の 関 係 に つ い て も 考 え た い と い う 回 答 が あ り ま し た の で 、 そ の 辺 の 意 見
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を 尊 重 さ せ て い た だ い て 、 現 道 を そ の ま ま 生 か し て い る と 。  

（ 加 藤 ） 将 来 的 に 開 発 す る な ら 、 ４ メ ー ト ル 道 路 で い い の で は な い で す

か 。 わ ざ わ ざ こ の 細 い 道 を 認 定 し な く て も い い と 思 う の で す け れ ど も 。  

（ 都 市 計 画 課 長 ） 現 道 の 廃 止 を し て い ま す の で 、 そ の ま ま 形 態 が 残 っ て

し ま い ま す の で 、 そ れ は 延 長 を 短 く し た 形 で 、 既 存 の 道 路 で 一 回 廃 止 を

か け て い ま す け れ ど も 、 途 中 ま で 拡 幅 し て 、 Ｌ 字 形 に 認 定 か け て い ま す

け れ ど も 、 残 っ た 分 が そ の ま ま 空 地 と し て 残 っ て し ま い ま す の で 、 一 応

そ こ に も … … 形 的 に は 一 部 廃 止 と い う 形 に な る と 思 い ま す 。  

（ 加 藤 ） も と も と 0 . 9 1の 道 が あ っ た と い う こ と で す か 。 Ｂ ― 7 0 3で 。  

（ 都 市 計 画 課 長 ） そ の と お り で す 。  

（ 加 藤 ） 途 中 ま で ク ラ ン ク で 、 ポ ン プ が 倒 れ て い た と こ ろ 、 あ そ こ の と

こ ろ を 開 発 し て い こ う と い う 、 そ う い う 感 じ だ っ た 。  

（ 都 市 計 画 課 長 ） そ の と お り で す 。  

（ 加 藤 ） 今 の と こ ろ に 関 連 し て な の で す け れ ど も 、 図 面 ナ ン バ ー ２ な の

で す け れ ど も 、次 念 序 が あ り ま す よ ね 。ラ ー メ ン 屋 。次 念 序 の と こ ろ が 、

こ こ は 結 構 ４ メ ー ト ル か ら ４ 、 ５ メ ー ト ル あ る の で す 、 砂 利 道 で 。 見 て

み ま す と 、 私 も こ の 辺 よ く 、 近 所 で す か ら 、 通 る の で す け れ ど も 、 こ こ

を 通 っ て 、 砂 利 道 を 通 っ て 、 こ の 公 園 の と こ ろ へ 出 る 人 も 結 構 い る の で

す け れ ど も 、こ こ は ど う し て 地 区 計 画 で 計 画 さ れ な か っ た の で し ょ う か 。

一 部 個 人 の 所 有 だ と い う の を 聞 い て い る の で す 。 現 況 は 道 路 な の で す け

れ ど も 、 こ の セ ブ ン イ レ ブ ン の 前 の と こ ろ 、 こ れ は 個 人 の と こ ろ で 、 現

況 は 道 路 な の で す け れ ど も 、 地 区 計 画 に な ぜ 入 ら な か っ た か と い う の わ

か り ま す 。  

（ 都 市 計 画 課 長 ） 現 道 は 、 幅 員 が 確 保 さ れ て い ま す の で 、 そ ち ら の ほ う

は 整 備 を す れ ば 、 舗 装 と か 側 溝 の ほ う を 整 備 す れ ば 、 道 路 と し て 現 に 寄

附 を し て お り ま す の で 。  

（ 加 藤 ） も う 市 の ほ う に 寄 附 さ れ た の で す か 。 途 中 ま で が 市 道 で 、 突 き

抜 け た セ ブ ン イ レ ブ ン の 前 の と こ ろ が 個 人 の 所 有 の 道 路 な の で す け れ ど

も 、便 宜 上 、何 か 貸 し て い る と い う ふ う な 話 を 聞 い た こ と あ る の で す が 。 

（ 都 市 計 画 課 長 ） ち ょ っ と 調 べ さ せ て い た だ い て 。  
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（ 加 藤 ） 先 ほ ど 田 中 委 員 の ほ う か ら ご 質 問 の あ っ た と こ ろ な の で す け れ

ど も 、 地 区 計 画 と し て ガ ス 屋 さ ん の と こ ろ を 購 入 す る と い う の で す け れ

ど も 、 購 入 単 価 と い う の は ど れ く ら い 、 ど う い う 基 準 で 算 定 す る の で し

ょ う か 。  

（ 都 市 計 画 課 長 ） 一 応 鑑 定 に 基 づ き ま し て 。  

             （ 不 動 産 鑑 定 の 声 あ り ）  

（ 都 市 計 画 課 長 ） は い 。  

（ 加 藤 ） 荊 原 の と こ ろ で す け れ ど も 、 図 面 ナ ン バ ー 1 1な の で す が 、 廃 止

が ５ で す か 、 図 面 ナ ン バ ー ５ の と こ ろ で 、 横 の 部 分 は 廃 止 し て 、 認 定 と

い う こ と で す よ ね 。 縦 の 部 分 と い う の は 、 こ れ は 前 か ら 道 路 が あ っ た と

思 う の で す け れ ど も 、 こ れ は 廃 止 と い う 措 置 は し な く て よ ろ し い の で し

ょ う か 。 あ そ こ の 二 宮 金 次 郎 の 銅 像 が あ っ た と こ ろ な の で す け れ ど も 。  

（ 道 路 課 長 ） ま ず 、 図 面 ナ ン バ ー ５ の ほ う で 、 こ れ は 廃 止 の 図 面 と い う

こ と で 、幅 員 が 1 . 2 1メ ー ト ル 、延 長 1 7 . 5 6メ ー タ ー を 廃 止 し 、こ れ に か ぶ

せ た 上 で 、 起 終 点 が 逆 に な り ま す け れ ど も 、 Ｌ 字 形 に ナ ン バ ー 1 1の 図 面

に あ り ま す と お り 、 こ の よ う な 形 で 認 定 を か け さ せ て い た だ く と い う こ

と に な っ て お り ま す 。  

（ 加 藤 ） で は 、 二 宮 金 次 郎 さ ん の 銅 像 が あ っ た と こ ろ は 前 か ら 道 路 だ っ

た の で す か 、 こ れ は 。 廃 止 だ っ た ら 両 方 廃 止 す る の で は な い か と 思 う の

で す け れ ど も 、 縦 線 と 横 線 の 。  

（ 道 路 課 長 ） こ れ に つ き ま し て は 、 図 面 ナ ン バ ー ５ に あ り ま す と お り 、

真 っ す ぐ 横 に 荒 川 の 堤 防 側 の ほ う に 向 か っ て い る 部 分 の み 市 道 と い う こ

と で し た 。 こ の Ｌ 字 形 の 上 か ら お り て く る 部 分 に つ き ま し て は 、 こ れ は

市 道 で は ご ざ い ま せ ん 。 単 な る 民 地 で ご ざ い ま す 。  

（ 加 藤 ） 民 地 だ っ た の で す か 。 道 路 の 形 態 は し て い た け れ ど も 、 民 地 だ

っ た 。  

（ 道 路 課 長 ） 道 路 は 築 造 し て も ら っ て い る と い う こ と で す 。  

（ 加 藤 ） で は 、 民 地 部 分 の 整 備 と い い ま す か 、 購 入 等 は 帝 石 の ほ う で や

る と い う こ と で す か 。  

（ 道 路 課 長 ） こ の 道 路 用 地 に つ き ま し て は 、 帝 石 の ほ う が 従 前 は 持 っ て
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お り ま し た が 、 こ の 道 路 用 地 に つ き ま し て は 昨 年 の 1 2月 に 市 の ほ う へ 寄

附 さ れ て お り ま す 。  

以 上 で す 。  

（ 都 市 計 画 課 長 ） 先 ほ ど の 次 念 序 の と こ ろ の 道 路 の 関 係 で す け れ ど も 、

今 回 地 区 計 画 を 設 定 を さ れ て い る 区 域 に つ き ま し て は ２ 項 道 路 と し て 用

地 は 確 保 さ れ て い る の で す け れ ど も 、 き ょ う の 氷 川 町 の 区 画 整 理 が 完 了

し た 側 に つ い て が 民 地 と い う こ と に な っ て い ま す の で 、 そ れ は 地 区 計 画

に よ る 道 路 整 備 の 以 外 に 通 常 の 道 路 事 業 と し て の 買 収 し て い く し か な い

と 思 い ま す け れ ど も 。  

（ 加 藤 ） 指 定 は あ る の で す か 。  

（ 道 路 課 長 ） 建 築 基 準 法 で い う い わ ゆ る ２ 項 道 路 と い う こ と で ご ざ い ま

す の で 、 両 側 の 方 が 中 心 か ら ２ メ ー ト ル セ ッ ト バ ッ ク し て い た だ い て …

…  

             （ 何 事 か 声 あ り ）  

（ 道 路 課 長 ） 将 来 的 に は 沿 道 の 道 路 が 通 り 抜 け し て い た ほ う が 防 災 上 等

も 非 常 に よ ろ し い わ け で ご ざ い ま す の で 、 将 来 的 に は 、 了 解 が 得 ら れ れ

ば 、 拡 幅 整 備 を 行 っ て い き た い と い う ふ う に 考 え て お り ま す 。  

以 上 で す 。  

（ 阿 部 ） 図 面 ナ ン バ ー 1 1の 荊 原 、 こ れ 帝 石 の 関 係 で も っ て 、 結 局 帝 石 の

パ イ プ が 荊 原 集 会 所 の 下 を 通 っ て い る と い う こ と で 、結 局 ガ ス 事 業 法 か 、

そ の 辺 の 改 正 で も っ て 、 こ う い っ た も の は 是 正 す る と い う こ と で も っ て

建 物 を 移 転 す る 、 そ れ は わ か っ た け れ ど も 、 結 局 ガ ス の ガ ス 管 の 通 っ て

い た 上 に 集 会 所 を 建 設 し た と い う こ と で い い の か な 。  

（ 道 路 課 長 ） 法 改 正 以 前 は 、 ガ ス 管 の 上 に 工 作 物 等 を 建 て る と い う こ と

は 可 能 だ っ た と 思 う の で す 。 市 内 で も 、 今 回 の 荊 原 地 区 で も ２ カ 所 ぐ ら

い そ う い う と こ ろ が あ る と い う ふ う に 聞 い て お り ま す 。 そ の ほ か 、 旧 鴻

巣 の ほ う に も そ う い っ た 箇 所 が あ る の か な と い う ふ う に 私 ど も 考 え て い

ま す 。  

以 上 で す 。  

（ 阿 部 ） 要 す る に 議 案 と は ち ょ っ と か け 離 れ る か も し れ な い け れ ど も 、
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結 局 そ う い う 帝 石 の 関 係 で も っ て 移 転 を 余 儀 な く す る 民 家 、 こ う い っ た

も の が 市 内 に 何 軒 く ら い あ る の か 。 恐 ら く お び た だ し い 数 あ る の か な と

い う ふ う に 想 像 は し て い る の だ け れ ど も 、 そ の 辺 は ど う な の だ ろ う 。 把

握 し て い る の か な 。  

（ 道 路 課 長 ） こ れ は 、 や っ ぱ り 道 路 を 通 っ て い る の で あ れ ば 、 そ う い う

問 題 は 起 き ま せ ん が 、 民 地 の 中 を 通 っ て い る と い う の は や は り 国 際 石 油

開 発 帝 石 株 式 会 社 で な い と 詳 し く は わ か り ま せ ん 。  

以 上 で す 。  

（ 阿 部 ） そ う す る と 、 帝 石 で し か わ か ら な い と い う こ と に な る と 、 で は

結 局 こ こ の う ち は 、 ら し い け れ ど も 、 そ う で は あ り ま せ ん と い う 帝 石 の

ほ う か ら 回 答 が 返 っ て く れ ば 、 そ の ま ま 市 の ほ う と し て は 何 と も し が た

い と い う こ と な の か な 。  

（ 道 路 課 長 ） こ れ は 、 ち ょ っ と 市 の ほ う は や っ ぱ り 個 人 の 土 地 と い う こ

と で 、 た ま た ま 集 会 所 の 建 屋 の 下 と い う こ と で 、 市 の ほ う は そ の 辺 は 承

知 は し て い な い と 、 道 路 課 で は 承 知 し て い な い と い う こ と で す 。  

（ 阿 部 ） も と を 正 せ ば 安 全 基 準 か 何 か が も と に な っ て 、 ガ ス 事 業 法 か 何

か の 改 正 が あ っ た の か な と い う ふ う に 思 う の だ け れ ど も 、 民 地 で あ ろ う

と 何 だ ろ う と 、 や は り 危 険 を 伴 う よ う な 居 宅 が 存 在 す る と い う こ と は 、

市 と し て も 当 然 か か わ っ て い か な け れ ば な ら な い と い う ふ う に 考 え る の

だ け れ ど も 、 そ れ は ど う 考 え て い る の か 、 市 と し て 、 そ の 辺 の と こ ろ を

伺 い た い 。  

（ 委 員 長 ） 暫 時 休 憩 し ま す 。  

                    （ 休 憩  午 後 １ 時 ５ ４ 分 ）  

               ◇                

（ 開 議  午 後 １ 時 ５ ６ 分 ）  

（ 委 員 長 ） で は 、 休 憩 前 に 引 き 続 き 会 議 を 開 き ま す 。  

（ 橋 本 ）１ 点 だ け 、ナ ン バ ー ７ の 5 2 0号 で す か 、滝 馬 室 の 地 区 計 画 の と こ

ろ で す か 、 袋 小 路 に な っ て い る と こ ろ だ と 思 う の で す け れ ど も 、 も と も

と 氷 川 町 の 区 画 整 理 で で き な か っ た と こ ろ だ と 思 う の で す が 、 要 望 が あ

っ て 、 区 画 整 理 に 入 れ て く れ と 、 そ こ を 通 過 し て く れ と い う こ と だ っ た
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の で し ょ う か 。 そ れ 教 え て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

（ 都 市 整 備 部 長 ） 滝 馬 室 土 地 区 画 整 理 事 業 に つ き ま し て は 、 昭 和 4 6年 ３

月 に こ の 区 域 を 含 め て 、ご 承 知 の と お り 滝 馬 室 土 地 区 画 整 理 事 業 と し て 、

い わ ゆ る 土 地 区 画 整 理 事 業 の 施 行 エ リ ア と し て 指 定 を し た 区 域 で ご ざ い

ま す 。 こ の 区 域 を 指 定 し た 理 由 と し ま し て は 、 や は り き ょ う 見 て い た だ

い た と こ ろ に つ い て は 過 小 宅 地 が あ る と と も に 、 ま た 無 接 道 地 、 道 路 に

接 し て い な い 土 地 と か 、 ま た は 袋 路 状 の 土 地 が あ る こ と に よ っ て 、 ど う

し て も 生 活 環 境 上 危 険 性 と 、い わ ゆ る 防 災 性 等 が 欠 け て お り ま し た の で 、

そ う い っ た こ と を 配 慮 す る 意 味 で 区 画 整 理 の 網 を か け た と い う よ う な 状

況 で ご ざ い ま す 、 当 初 。 そ う い っ た 中 で 、 こ の 地 区 に つ い て は ど う し て

も 、 先 ほ ど 申 し 上 げ た よ う に 、 他 の 地 区 か ら 比 べ る と 、 他 の 地 区 は ど ち

ら か と い え ば 、 当 初 区 画 整 理 事 業 や っ た と き に は 農 地 と か 畑 が 結 構 多 か

っ た の で す け れ ど も 、 こ の 地 域 は 住 宅 が 結 構 混 在 し て い た 地 区 で も ご ざ

い ま す 、そ の 当 時 か ら 。そ ん な こ と か ら 、こ の 地 区 の 方 々 の 過 小 宅 地 で 、

減 歩 に な か な か そ の 過 小 宅 地 が た え ら れ な か っ た と い う よ う な こ と 等 も

あ っ て 、 合 意 が 得 ら れ な か っ た と い う ふ う に は 私 は ち ょ っ と 聞 い て お り

ま す 。 今 回 、 そ う い っ た 中 で 、 区 画 整 理 事 業 で は 当 然 か な り 減 歩 が 厳 し

い と い う よ う な こ と の 中 で 、 こ う い っ た 地 区 計 画 と い う 一 つ の 先 ほ ど 申

し 上 げ た 地 区 の 課 題 を 、 無 接 道 地 で す と か 、 ま た は そ う い っ た 袋 路 状 の

道 路 を 解 消 す る が た め の 地 区 計 画 と し て 事 業 を 行 お う と す る も の で ご ざ

い ま す 。 し た が っ て 、 先 ほ ど ち ょ っ と 整 備 を す る と い う よ う な 言 い 方 し

て い ま す け れ ど も 、 積 極 的 な 整 備 を す る と い う こ と で は あ り ま せ ん 。 あ

く ま で も 私 ど も の ほ う で は 自 然 更 新 型 の 地 区 計 画 と い う 感 じ で 、 あ く ま

で も 各 人 が 家 を 建 て 直 す と き に ど う し て も 下 が ら ざ る を 得 ま せ ん か ら 、

そ う い っ た 自 然 的 な 更 新 を あ る 程 度 見 な が ら 、 実 際 に 施 工 し て い く と 。

い わ ゆ る 区 画 整 理 事 業 み た く 積 極 的 に 基 盤 整 備 を 働 き か け て い く と い う

手 法 で は あ り ま せ ん 。  

（ 委 員 長 ） ほ か に 質 疑 は 。  

             （ な し ）  

（ 委 員 長 ） 以 上 で 質 疑 を 終 結 い た し ま す 。  
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こ れ よ り 討 論 を 求 め ま す 。  

初 め に 、 反 対 討 論 は あ り ま せ ん か 。  

             （ な し ）  

（ 委 員 長 ） 次 に 、 賛 成 討 論 は あ り ま せ ん か 。  

             （ な し ）  

（ 委 員 長 ） こ れ を も っ て 討 論 を 終 結 い た し ま す 。  

こ れ よ り 採 決 い た し ま す 。 採 決 は 挙 手 で 行 い ま す 。  

初 め に 、 議 案 第 4 8号  市 道 の 路 線 の 廃 止 に つ い て 、 原 案 の と お り 決 す る

こ と に 賛 成 の 委 員 の 挙 手 を 求 め ま す 。  

             （ 挙 手 全 員 ）  

（ 委 員 長 ） 挙 手 全 員 で あ り ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 4 8号 は 原 案 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  

次 に 、 議 案 第 4 9号  市 道 の 路 線 の 認 定 に つ い て 、 原 案 の と お り 決 す る こ

と に 賛 成 の 委 員 の 挙 手 を 求 め ま す 。  

             （ 挙 手 全 員 ）  

（ 委 員 長 ） 挙 手 全 員 で あ り ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 4 9号 は 原 案 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  

暫 時 休 憩 し ま す 。  

                    （ 休 憩  午 後 ２ 時 ０ ０ 分 ）  

               ◇                

（ 開 議  午 後 ２ 時 ０ ０ 分 ）  

（ 委 員 長 ） 休 憩 前 に 引 き 続 き 会 議 を 開 き ま す 。  

次 に 、 議 案 第 5 1号  平 成 2 6年 度 鴻 巣 市 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 ２ 号 ） の う

ち 本 委 員 会 に 付 託 さ れ た 部 分 に つ い て 執 行 部 の 説 明 を 求 め ま す 。  

             （ 説 明 省 略 ）  

（ 委 員 長 ） 以 上 で 説 明 が 終 わ り ま し た 。  

こ れ よ り 質 疑 を 求 め ま す 。 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

（ 加 藤 ） ３ 万 9 , 0 0 0円 の 補 正 と い う こ と で 歳 入 歳 出 同 額 な の で す け れ ど

も 、報 告 第 ６ 号 を 見 ま す と 1 , 7 0 0円 と い う こ と で 、賠 償 金 額 が 非 常 に 小 さ

い の で す け れ ど も 、 こ の 内 容 を 見 ま す と 、 前 輪 の タ イ ヤ 及 び 携 行 品 を 破
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損 し た と い う こ と で 、 多 分 タ イ ヤ が パ ン ク し た の か な と い う ふ う に 思 う

の で す け れ ど も 、そ う す る と タ イ ヤ の パ ン ク だ と 1 , 5 0 0円 ぐ ら い 今 取 ら れ

ま す ね 。 あ と 、 携 行 品 と い う の は ど ん な も の だ っ た の で し ょ う か 。  

（ 道 路 課 長 ） こ の 賠 償 金 の 1 , 7 0 0円 の 内 訳 に つ き ま し て は 、 パ ン ク 代 が

7 0 0円 と 携 行 品 の 箱 な の で す が 、 こ れ が 修 理 費 が 1 , 0 0 0円 と い う こ と で 、

合 わ せ て 1 , 7 0 0円 と い う こ と に な っ て お り ま す 。  

以 上 で す 。  

（ 阿 部 ） 私 、 下 忍 に あ る 、 ふ れ あ い セ ン タ ー と い う の が あ る の で す け れ

ど も 、あ そ こ で い ろ ん な サ ー ク ル が 活 動 し て 、そ し て 夜 、終 わ り 間 際 に 、

ふ れ あ い セ ン タ ー の と こ ろ は 、行 っ て み れ ば わ か る と 思 う の だ け れ ど も 、

コ ン ク リ ー ト が 出 っ 張 っ て い て 、 街 灯 が な い 。 そ こ で も っ て 年 配 の 女 性

が 転 倒 し て 、 前 歯 ２ 本 折 っ た 。 そ の 話 知 っ て い る 。 知 っ て い る か 知 ら な

い か 。  

（ 道 路 課 長 ） 去 年 伺 っ て お り ま す 。  

（ 阿 部 ） そ の 場 合 、 単 に 過 失 と 、 本 人 の 、 い う こ と で も っ て 結 局 何 ら 賠

償 を 受 け る こ と な く 、 泣 き 寝 入 り を し て い る や に 聞 い て い る 。 か か っ た

費 用 と い っ た ら 、 数 十 万 円 か か っ た と 。 こ れ 前 歯 ２ 本 と っ て し ま っ た の

だ か ら 。ば ち ん と 倒 れ て 、２ 本 、片 方 は 折 れ て 、片 方 は 抜 け て し ま っ て 、

そ れ で 血 だ ら け で 帰 っ た と 。 結 局 そ の 出 っ 張 り が な け れ ば 、 つ ま ず か な

か っ た と 。 ま た 、 街 灯 で も あ れ ば 、 明 る い 街 灯 で も あ れ ば 、 そ う い う こ

と は な か っ た ろ う と い う よ う な 中 で 、 本 当 に 片 方 で は こ う い う 側 溝 の と

こ ろ に タ イ ヤ が 入 っ て 、 転 倒 し て 、 ど う の こ う の と い う 補 償 を す る 。 そ

れ で い い の か な と い う ふ う に 私 は 思 う の だ け れ ど も 、 そ の 辺 の 考 え 方 は

ど う な の だ ろ う 。  

（ 道 路 課 長 ） 先 ほ ど の ２ 件 の 歳 入 歳 出 の 説 明 に つ き ま し て は 、 い わ ゆ る

道 路 の 管 理 に 瑕 疵 が あ っ た と い う こ と で 、 道 路 賠 償 責 任 保 険 と い う も の

で 対 応 す る の で す が 、 先 ほ ど の ふ れ あ い セ ン タ ー の と こ ろ は 道 路 上 の 瑕

疵 と い う ふ う に は 伺 っ て お り ま せ ん 。  

以 上 で す 。  

（ 阿 部 ） そ れ で は 、 構 造 上 の 過 失 と い う ふ う に は 見 て と れ な い の か 。 要
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す る に 夜 真 っ 暗 で 街 灯 も な い 、 そ こ に コ ン ク リ の 出 っ 張 り が 出 て い る 、

そ れ に つ ま ず い て 転 倒 し た の だ か ら 、 で は こ れ は 構 造 上 の 問 題 だ と い う

ふ う に 考 え ら れ な い の か ど う か 。そ れ は 、あ く ま で 本 人 の 過 失 で あ っ て 、

こ れ は 泣 い て も ら う し か な い よ と い う 考 え な の か 。 ぜ ひ そ の 辺 の と こ ろ

を 伺 っ て お き た い 。 大 金 を か け て 直 し た と い う 話 も 伺 っ て い る 。 甚 だ 気

の 毒 で な ら な い 。  

（ 道 路 課 長 ） こ の 辺 に つ き ま し て は 、 当 初 の ２ 件 に つ き ま し て は 道 路 賠

償 責 任 保 険 と い う こ と で 、 道 路 の 管 理 に 手 落 ち が あ っ た と い う こ と で の

補 償 、 保 険 会 社 と 相 談 し た 中 で の 補 償 が 出 る と い う こ と で 、 阿 部 委 員 さ

ん の 言 っ て い る 関 係 に つ き ま し て は 道 路 上 の 瑕 疵 と い う こ と で は ご ざ い

ま せ ん の で 、 こ れ は あ く ま で も 対 象 外 と い う こ と に な っ て い る 。  

（ 阿 部 ） で も 、 こ の 場 合 、 建 物 の 所 有 者 は 結 局 鴻 巣 市 で あ る と い う こ と

に な っ て く る と 、 だ か ら 道 路 で は な く て も 、 そ う い う と こ ろ で 蹴 つ ま ず

い て 、 け が を し た 。 あ る い は 、 体 育 館 で 前 に あ っ た よ ね 。 椅 子 に 座 っ た

ら 椅 子 が 真 ん 中 か ら 折 れ て 、 腰 を 打 っ て 、 け が を し た 、 そ れ も 補 償 の 対

象 に な っ た 。 今 回 の 場 合 は 、 そ れ が 何 ら い わ ゆ る 行 政 側 に 過 失 が な け れ

ば 、 そ の 事 故 を 聞 い た 後 、 バ リ ケ ー ド で 馬 を 張 っ て 、 そ れ で 危 険 を 防 止

す る と い う 作 業 は 必 要 な い と 思 う の だ 。 そ れ 今 現 に や っ て い る よ ね 。 だ

っ た ら 、 そ う で あ る な ら ば 、 行 政 側 に 何 ら 過 失 が な い の だ と す れ ば 、 そ

う い う 馬 だ の バ リ ケ ー ド だ の は 要 ら な い の だ 。 す ぐ 撤 去 し た ほ う が い い

と 思 う 、 無 駄 だ か ら 。 行 政 側 に 責 任 が な い と い う の な ら 。 だ け れ ど も 、

ま た 同 じ よ う な 事 故 が 起 き た ら 困 る か ら と い う 意 味 で あ る の で し ょ う 。

置 い て い る の で し ょ う 。 そ れ は 、 結 局 そ う い う 危 険 箇 所 で あ る こ と だ け

は 事 実 だ と い う こ と を 認 め て い る 証 拠 な の だ よ 。 そ れ は 、 行 政 に も 責 任

の 一 端 は あ る と い う ふ う に 私 は 思 う の だ け れ ど も 、 そ の 辺 に つ い て は ど

う な の だ ろ う 。  

（ 委 員 長 ） 暫 時 休 憩 し ま す 。  

                    （ 休 憩  午 後 ２ 時 １ ０ 分 ）  

               ◇                

（ 開 議  午 後 ２ 時 １ ５ 分 ）  
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（ 委 員 長 ） 休 憩 前 に 引 き 続 き 会 議 を 開 き ま す 。  

（ 阿 部 ） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ と い う ふ う に 答 え な け れ ば し よ う が な い

だ ろ う 。 結 論 に な ら な い で 。  

（ 建 設 部 長 ） た だ い ま の ふ れ あ い セ ン タ ー に 関 係 す る 事 故 、 人 身 事 故 と

い う よ う な 形 な の で す け れ ど も 、 そ の 辺 、 道 路 に は 、 我 々 の 管 理 す る 部

分 で は そ う い っ た ふ ぐ あ い は な か っ た と い う よ う な 状 況 が あ る の で す け

れ ど も 、 確 か に お け が を さ れ た と い う の は 事 実 だ ろ う し 、 そ れ な り の 凹

凸 が 敷 地 内 に 存 在 し て い た か 、 そ う い っ た も の に つ き ま し て 事 実 関 係 を

確 認 し 、 ま た 所 管 と な り ま す 建 物 の 管 理 者 、 管 理 部 局 、 そ ち ら と よ く 確

認 し て 、 対 応 し て い き た い と 思 い ま す 。  

（ 秋 谷 ）先 ほ ど の 賠 償 金 の ３ 万 9 , 0 0 0円 で 報 告 の 第 ５ 号 と ６ 号 の 賠 償 の 保

険 だ と い う 話 で す け れ ど も 、 道 路 の 、 市 道 の 管 理 と い う も の を 日 常 的 に

ま ず ど う や っ て い る の で し ょ う 。 毎 回 毎 回 、 議 会 ご と に こ う い っ た 案 件

が 出 て く る の で 、 市 道 の ま ず 管 理 は ど の よ う に や っ て い る の か 、 日 常 的

に 。  

（ 道 路 課 長 ）日 常 の 管 理 に つ き ま し て は 、１ つ パ ト ロ ー ル と い う 方 法 で 、

職 員 が 現 場 に 行 く 途 上 、 路 線 を 通 り ま し て 、 こ こ は 穴 が あ い て い る 、 状

況 に よ っ て は そ の 場 で 、 材 料 を 常 時 車 に 乗 っ か っ て い ま す か ら 、 そ の 都

度 直 し て い く 。 状 況 に よ っ て は 、 戻 っ て 応 急 処 置 を す る 。 そ う い っ た 職

員 全 体 で 市 内 、 現 場 へ 行 く と き は そ う い っ た パ ト ロ ー ル を 徹 底 し て い る

と い う こ と に な っ て お り ま す 。 ま た 、 全 職 員 に 対 し て も 、 市 内 の 青 色 パ

ト ロ ー ル と い う の が ご ざ い ま す が 、 防 犯 の 関 係 、 そ う い っ た 方 に 対 し て

も 、 そ う い っ た 道 路 の 破 損 箇 所 、 道 路 の 穴 で あ る と か 、 そ の 他 構 造 物 の

破 損 等 、 ふ た の 破 損 等 、 そ う い っ た 情 報 を も ら い な が ら 、 随 時 対 応 し て

い る と 。し か し な が ら 、道 路 、市 内 全 体 で は 1 , 1 2 8キ ロ ぐ ら い の 道 路 が ご

ざ い ま す 。 や は り こ れ を 津 々 浦 々 市 内 を 全 部 見 て 歩 く の は 非 常 に 限 界 が

あ る と い う こ と で 、 市 民 の 皆 様 か ら の 貴 重 な そ う い っ た 情 報 を も と に 、

極 力 わ か り 次 第 修 繕 を 行 っ て い る と い う よ う な 状 況 で ご ざ い ま す 。  

以 上 で ご ざ い ま す 。  

（ 秋 谷 ） お 話 は よ く わ か り ま し た け れ ど も 、 例 え ば 報 告 の 第 ５ 号 の ほ う
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は た し か エ ル ミ パ ー ク の と こ ろ だ っ た と 思 い ま す け れ ど も 、 電 車 通 勤 し

て い る 職 員 さ ん は あ そ こ を ど れ ぐ ら い 通 っ て い る の で し ょ う 。大 勢 の 方 、

職 員 さ ん が 電 車 通 勤 し て い る 中 で 、 気 に な る の で は な い の か な 。 今 お 話

の あ っ た の は 、 勤 務 時 間 中 の お 話 を 多 分 さ れ て い る の だ ろ う と 。 そ れ 以

外 で も 、 先 ほ ど の 答 え の 中 で 市 民 の 方 か ら の 連 絡 が と い う こ と も あ っ た

の で す け れ ど も 、も ち ろ ん 市 民 の 方 か ら の 連 絡 を 待 つ の も い い け れ ど も 、

職 員 さ ん も 日 常 、 鴻 巣 市 民 の 方 も 市 外 の 方 も 、 鴻 巣 の 中 を 行 き 来 し て い

る 以 上 は 、 そ う い う 認 識 を 常 に 持 っ て い た だ け れ ば 、 も っ と 減 る の で は

な い の か な と 思 う の で す 。  

（ 道 路 課 長 ） 先 ほ ど 職 員 の 業 務 中 と い う こ と だ っ た の で す が 、 ち ょ っ と

舌 足 ら ず で 申 し わ け ご ざ い ま せ ん 。日 常 の プ ラ イ ベ ー ト な 生 活 の 中 で も 、

そ う い っ た 情 報 が あ れ ば 、 私 ど も 情 報 い た だ き た い と い う こ と に し て ご

ざ い ま す 。 し か し な が ら 、 そ の 方 が 、 こ れ は 危 険 か 危 険 で は な い か と い

う の が 非 常 に 、 例 え ば １ セ ン チ ５ ミ リ 、 ２ セ ン チ で も 危 険 と 言 う 方 も い

ま す 。５ セ ン チ あ っ て も 感 じ な い 方 も い る 。そ れ ぞ れ い る と 思 う の で す 。

そ う い っ た こ と か ら し て 、 危 険 度 の 判 定 と い う の が な か な か 個 人 個 人 そ

れ ぞ れ ご ざ い ま す の で 、 な か な か ち ょ っ と そ う い っ た 情 報 が 完 全 に 集 ま

っ て く る と い う 状 況 で は ご ざ い ま せ ん 。  

以 上 で す 。  

（ 秋 谷 ） 市 道 の 管 理 に つ い て な の で す け れ ど も 、 よ く 県 道 な り 国 道 な り

か な 、 道 路 サ ポ ー ト と い う こ と で 、 民 間 企 業 さ ん に 依 頼 を し て や っ て い

た だ い て い る 、 よ く 車 両 、 道 路 サ ポ ー ト 隊 と い い ま し た か 、 パ ト ロ ー ル

隊 だ っ た か 、 そ う い う の を 張 っ て 走 っ て い る 車 両 見 ま す け れ ど も 、 例 え

ば 市 内 の 業 者 さ ん に そ う い っ た 面 で 協 力 を い た だ い て い る よ う な こ と は

な い の で す か 。  

（ 道 路 課 長 ） 現 在 の と こ ろ 、 そ う い っ た 要 請 と か 、 お 願 い し て い る と い

う 事 実 は ご ざ い ま せ ん 。 郵 便 局 の 配 達 員 さ ん が 配 達 で 全 戸 を 回 る わ け で

す か ら 、 そ う い っ た 方 と も 、 郵 便 局 を 通 じ て 、 そ う い う 協 定 等 は 大 分 前

に 締 結 し て あ る と い う こ と は ご ざ い ま す 。  

（ 秋 谷 ） で は 、 ち ょ っ と お 伺 い し ま す け れ ど も 、 そ の 郵 便 局 さ ん と 結 ん
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だ 協 定 上 、 何 件 の ご 連 絡 が 来 て い る の で し ょ う 、 行 政 の ほ う に 。  

（ 道 路 課 長 ） 私 も 昨 年 の ４ 月 か ら 今 日 ま で 1 4カ 月 た ち ま す が 、 今 の と こ

ろ 、 こ の 間 は ご ざ い ま せ ん 。  

（ 秋 谷 ） ど こ ま で そ う い う の を 広 げ れ ば い い の か と い う の は わ か ら な い

で す け れ ど も 、 大 勢 の 方 に 、 こ れ は ど う な の だ と 見 て も ら う と い う こ と

を 考 え た ら 、 い ろ ん な 周 知 な り 認 知 な り し て も ら う た め の 方 策 を と ら な

い と 、 事 故 は な く な ら な い と い う こ と に な る の で 、 た だ そ う い う の で や

っ て 、 全 部 補 修 で 土 木 費 使 っ て し ま う よ う な 羽 目 に も な り か ね な い か も

し れ な い け れ ど も 、 何 ら か し ら 広 報 な り な ん な り で ち ゃ ん と そ う い う よ

う な 心 配 な こ と が あ り ま し た ら す ぐ に ご 連 絡 く だ さ い と い う よ う な こ と

を や る し か な い の で し ょ う か 。 ど う な の で し ょ う 。 そ こ ま で や っ た ら 大

変 で す か 。  

（ 道 路 課 長 ） こ れ に つ き ま し て は 、 危 険 か 危 険 で は な い か と い う 、 ま ず

そ の 度 合 い が 非 常 に 難 し い わ け な の で す 。 そ う い っ た と こ ろ で 、 ち ょ っ

と 広 く 市 民 に 対 し て 広 報 あ る い は ホ ー ム ペ ー ジ 等 で 呼 び か け る こ と は 、

今 後 研 究 し て い か な く て は な ら な い の か な と い う ふ う に 思 っ て い ま す け

れ ど も 。  

             （ 暫 時 休 憩 し て く だ さ い の 声 あ り ）  

（ 委 員 長 ） 暫 時 休 憩 し ま す 。  

                    （ 休 憩  午 後 ２ 時 ２ ３ 分 ）  

               ◇                

（ 開 議  午 後 ２ 時 ２ ５ 分 ）  

（ 委 員 長 ） で は 、 再 開 し ま す 。  

（ 橋 本 ） １ 点 だ け 、 ち ょ っ と こ う い う 専 決 処 分 の 損 害 賠 償 、 私 た ち も い

ろ ん な と こ ろ で 転 ん だ り し て 、 多 分 、 た だ 市 に 何 に も 文 句 言 わ ず 、 た だ

泣 き 寝 入 り と い う 形 で や っ て い る 人 が 多 い の で は な い か と 思 う の で す け

れ ど も 、 こ う い う ふ う に 市 に 言 い に 行 っ て 、 結 局 さ っ き 言 っ た 保 険 会 社

に 査 定 を し て も ら う と い う こ と な の で し ょ う か 。 こ れ は 損 害 賠 償 し な け

れ ば い け な い 、 こ れ は だ め だ と い う の は 、 市 の ほ う で 確 認 す る の で は な

く 、 保 険 会 社 が 査 定 す る と い う こ と な の で し ょ う か 。  
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（ 道 路 課 長 ） 保 険 会 社 と 毎 年 毎 年 契 約 し て お り ま す 。 そ れ で 、 ま ず 我 々

は 事 故 の 状 況 、 遭 わ れ た 方 に 内 容 を お 伺 い し て 、 事 故 の け が の 状 況 、 現

場 の 状 況 、 把 握 し た 上 で 安 全 対 策 を 講 じ な く て は な ら な い 。 そ の 後 、 保

険 会 社 の ほ う に 、 こ う い う 事 情 で 、 こ う い う 道 路 に 瑕 疵 が あ っ た と い う

こ と を 伝 え ま し て 、 保 険 会 社 の ほ う か ら 、 で は 金 額 が 幾 ら ぐ ら い 、 治 療

費 だ っ た ら 治 療 費 が 幾 ら ぐ ら い か か っ た と い う こ と で 報 告 し ま し て 、 そ

れ で 保 険 会 社 か ら の 、 保 険 金 を 払 う と い う の は 保 険 会 社 の ほ う の 判 断 、

い ろ ん な 道 路 の 状 況 と か 、 ま た 歩 行 者 の 注 意 義 務 等 も あ り ま す 。 当 然 過

失 相 殺 と い う の も あ る と 思 う の で す け れ ど も 、 そ う い っ た 中 で 総 合 的 に

判 断 し た 金 額 を 保 険 会 社 か ら 提 示 し て も ら う と い う こ と が 一 般 的 の よ う

で す 。  

（ 橋 本 ） お 年 寄 り な ん か 本 当 に 、 私 た ち は 1 0セ ン チ だ っ た ら 大 丈 夫 だ と

思 っ て も 、 お 年 寄 り だ と 、 １ セ ン チ ぐ ら い の 段 差 で 転 ん で け が す る と い

う こ と は 多 々 あ る と 思 う の で す け れ ど も 、 そ う い っ た こ と で 一 応 そ う い

う 損 害 賠 償 し て ほ し い と 言 っ て も 却 下 さ れ た と い う の は 結 構 あ る わ け な

の で し ょ う か 。  

（ 道 路 課 長 ） そ れ は 、 状 況 に も よ り ま す け れ ど も 、 高 齢 者 と い う こ と に

な り ま す 、 高 齢 者 だ か ら 、 あ る い は 体 が 不 自 由 だ か ら 、 倒 れ た と い う こ

と も い ろ い ろ あ ろ う か と 思 う の で す け れ ど も 、 一 応 は そ う い っ た お 話 が

ご ざ い ま し た ら 私 ど も 受 け て 、 内 容 を 把 握 し た 上 で 、 保 険 会 社 の ほ う に

報 告 し て 、 対 応 す る と い う よ う な 状 況 で す 。  

（ 委 員 長 ） 以 上 で 質 疑 を 終 結 い た し ま す 。  

こ れ よ り 討 論 を 行 い ま す 。  

初 め に 、 反 対 討 論 は あ り ま せ ん か 。  

             （ な し ）  

（ 委 員 長 ） 次 に 、 賛 成 討 論 は あ り ま せ ん か 。  

             （ な し ）  

（ 委 員 長 ） こ れ を も っ て 討 論 を 終 結 い た し ま す 。  

こ れ よ り 採 決 い た し ま す 。 採 決 は 挙 手 で 行 い ま す 。  

議 案 第 5 1号  平 成 2 6年 度 鴻 巣 市 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 ２ 号 ） の う ち 本 委
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員 会 に 付 託 さ れ た 部 分 に つ い て 、 原 案 の と お り 決 す る こ と に 賛 成 の 委 員

の 挙 手 を 求 め ま す 。  

             （ 挙 手 全 員 ）  

（ 委 員 長 ） 挙 手 全 員 で あ り ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 5 1号 は 原 案 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  

そ れ で は 、 次 の 議 案 に 直 接 関 係 な い 執 行 部 の 方 は 一 応 退 席 し て い た だ い

て 結 構 で す と い う ふ う に 次 第 書 が 出 て い ま す の で 。  

先 ほ ど 阿 部 委 員 か ら あ っ た や つ に つ い て は 、 で き た ら 後 で 協 議 し て お い

て も ら っ て 、 委 員 会 で も 開 い て い れ ば 、 ま た 報 告 し て く だ さ い 。  

暫 時 休 憩 し ま す 。  

                    （ 休 憩  午 後 ２ 時 ２ ９ 分 ）  

               ◇                

（ 開 議  午 後 ２ 時 ３ ０ 分 ）  

（ 委 員 長 ） で は 、 再 開 し て 、 引 き 続 き や っ て し ま い ま す 。  

次 に 、議 案 第 5 3号  平 成 2 6年 度 鴻 巣 市 下 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算（ 第 １ 号 ）

に つ い て 執 行 部 の 説 明 を 求 め ま す 。  

             （ 説 明 省 略 ）  

（ 委 員 長 ） 以 上 で 説 明 が 終 わ り ま し た 。  

こ れ よ り 質 疑 を 求 め ま す 。 質 疑 は あ り ま せ ん か 。  

（ 秋 谷 ） 説 明 の 中 で 前 倒 し と い う の が あ っ た の で 、 一 応 確 認 し た い の で

す け れ ど も 、 こ れ は 2 5年 の ３ 月 議 会 で 二 重 計 上 し て い る よ う な 議 案 に な

っ て い る と い う こ と で よ ろ し い の で す よ ね 。  

（ 下 水 道 課 長 ） そ の と お り で ご ざ い ま し て 、 こ れ は 平 成 2 5年 度 国 の 補 正

予 算 （ 第 １ 号 ） 分 と の 重 複 計 上 に よ る 減 額 で ご ざ い ま す 。  

（ 秋 谷 ） そ れ で 、 前 倒 し に よ っ て 実 施 し た 工 事 の 進 捗 状 況 は い か が な も

の で し ょ う か 。 こ れ は 、 来 年 乾 季 に や る の か な 。 そ ん な こ と な い よ ね 、

前 倒 し と い う 以 上 は 。  

（ 下 水 道 課 長 ） こ ち ら の 工 事 費 に つ き ま し て は 、 平 成 2 5年 ３ 月 の と き に

補 正 を 計 上 さ せ て い た だ き ま し た 。 そ の 後 、 今 議 会 の 報 告 第 1 0号 に ご ざ

い ま す と お り 、 繰 越 予 算 と し て 計 上 さ れ て お り ま す 。 し た が い ま し て 、
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今 現 在 2 5年 度 の 予 算 が 繰 り 越 し と な っ た 上 で 、 入 札 、 契 約 の 事 務 手 続 中

で ご ざ い ま す 。  

以 上 で す 。  

（ 秋 谷 ） そ う す る と 、 実 施 時 期 は 1 1月 以 降 の 渇 水 期 に や る と い う 認 識 で

い い の で し ょ う か 。  

（ 下 水 道 課 長 ） 今 現 在 、 工 期 に つ き ま し て は こ れ か ら 契 約 の 運 び に な り

ま し て 、工 期 末 は 2 7年 の １ 月 3 0日 を 予 定 し て お り ま す 。し た が い ま し て 、

渇 水 期 と 言 わ ず 、 若 干 早 い 時 期 に 始 ま る と 思 っ て お り ま す 。  

（ 委 員 長 ） ほ か に 。  

             （ な し ）  

（ 委 員 長 ） 以 上 で 質 疑 を 終 結 い た し ま す 。  

こ れ よ り 討 論 を 求 め ま す 。  

初 め に 、 反 対 討 論 は あ り ま せ ん か 。  

             （ な し ）  

（ 委 員 長 ） 次 に 、 賛 成 討 論 は あ り ま せ ん か 。  

             （ な し ）  

（ 委 員 長 ） こ れ を も っ て 討 論 を 終 結 い た し ま す 。  

こ れ よ り 採 決 い た し ま す 。 採 決 は 挙 手 で 行 い ま す 。  

議 案 第 5 3号  平 成 2 6年 度 鴻 巣 市 下 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ） に つ

い て 、 原 案 の と お り 決 す る こ と に 賛 成 の 委 員 の 挙 手 を 求 め ま す 。  

             （ 挙 手 全 員 ）  

（ 委 員 長 ） 挙 手 全 員 で あ り ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 5 3号 は 原 案 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  

以 上 で 付 託 さ れ ま し た 案 件 の 審 査 は 全 部 終 了 い た し ま し た 。  

こ れ を も ち ま し て ま ち づ く り 常 任 委 員 会 を 閉 会 い た し ま す 。  

な お 、 会 議 録 の 調 製 等 に つ き ま し て は 委 員 長 に 一 任 願 い ま す 。  

ご 苦 労 さ ま で し た 。  

                    （ 閉 会  午 後 ２ 時 ３ ７ 分 ）  

 


